
　

消
防
業
務
に
は
現
場
に
向
か
う
出
動

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
火

災
・
救
急
・
救
助
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

令
和
４
年
中
の
火
災
の
出
動
件
数
は
77

件
で
、
そ
の
約
半
数
が
た
き
火
や
火
入

れ
を
原
因
と
し
た
火
災
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
名
の
焼
死
者
が
発
生
し

て
お
り
、
平
成
以
降
毎
年
、
火
災
に
よ
っ

て
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
７
，
３
６
３
件
、
救

助

は
53
件

出

動

し
ま
し
た
。

救

急

出

動
は
10
年
前
の
出
動
数
と
比
べ
る
と
、

16
％
に
相
当
す
る
約
１
，
０
０
０
件
も

増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
行
も
一

つ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救

助
出
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

出
自
粛
の
影
響
も
あ
り
若
干
の
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
救
急
出
動
の
支
援

や
火
災
か
ど
う
か
不
明
の
煙
を
確
認
す

る
怪
煙
出
動
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
と

い
っ
た
そ
の
他
の
災
害
に
年
間
約
７
０
０

件
ほ
ど
消
防
車
両
が
出
動
し
て
い
ま
す
。

出
動
の
現
状

消
防
組
合
の
役
割

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
は
九
州

で
は
２
番
、
県
内
で
は
１
番
広
い
面

積
を
有
し
、
１
市
４
町
（
鹿
屋
市
・
肝

付
町
・
錦
江
町
・
南
大
隅
町
・
東
串
良

町
）
の
人
口
約
14
万
人
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。
新
川
町
に
消
防
本
部
を
置

き
、
３
署
３
分
署
を
配
置
し
、
24
時

間
体
制
で
あ
ら
ゆ
る
災
害
等
に
備
え
、

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
。
水
火
災
や
地
震
等
の

災
害
を
防
除
し
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
。
ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
傷
病
者

の
搬
送
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
任
務

と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
規
模
も
大
き
く
激
し
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
の
発
生
も

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
防
災

力
の
強
化
に
向
け
、
地
域
防
災
の
中

核
を
担
う
消
防
団
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
安
全
・
安
心
な
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

なことは
命や生活を守るために

大 切

　

24
時
間
、
３
６
５
日
昼
夜
を
問
わ
ず
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊
急
時
に
出
動
す

る
消
防
士
。
今
号
で
は
、
現
場
の
最
前
線
で
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
消
防
組
合
の
活
動
に
迫
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
出
水

期
を
前
に
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
お
り
、
父

親
も
上
小
原
の
消
防
団
で
活
動
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
消
防
士
は
身
近
な
存
在

で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
女
性
消
防
士
の
活

躍
を
知
り
、
地
元
で
仕
事
を
し
た
い
と

の
想
い
も
相
ま
っ
て
、
消
防
士
の
職
に

就
き
ま
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
、
心
肺

停
止
状
態
の
傷
病
者
へ
の
支
援
出
動
。

訓
練
は
積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
現

場
に
入
る
と
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
傷
病
者
の
方
は
病
院
で
復
帰
し
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
大
切
さ
、
そ
し
て
私

で
も
救
え
る
命
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

入
署
し
て
３
年
、
そ
の
間
祖
父
が
何

度
か
緊
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
す
が
、
傷

病
者
の
家
族
と
い
う
立
場
か
ら
見
た
救

急
救
命
士
の
姿
に
、
頼
も
し
さ
と
安
心

感
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
の
目
標
は
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
る
こ
と
。
知

識
と
経
験
を
重
ね
て
、
最
前
線
の
現
場

で
働
く
救
急
救
命
士
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

消 防 隊

　火災や災害時に迅速に出動

し、 人命救助や消火活動を行

います。 また、 日常的な防火・

防災啓発活動も担当し、 地域

の安全・ 安心を守る重要な役

割を果たします。

▲危険を伴う屋内に進入し

　 ての消火活動

▲油火災での消火。 高熱に

　 も負けず消火作業！

　人命救助を主要な任務とし、

救助に関する高度な知識と専

門技術を有しています。 特殊

な装備を駆使し、 火災や交通

事故などあらゆる災害に対応し

ています。

▲警察や自衛隊など他機関

　 と連携した倒壊家屋救出

▲塔下の要救助者役をロー

　 プで引き上げる引揚救助

救 助 隊

　救急車で出動し、 安全第一

で傷病者を医療機関へ搬送し

ます。 救急車には救急救命士

という国家資格を持った職員が

乗車し、 市民の安全・ 安心を

守っています。

▲救急車内で心肺停止状態

　 の傷病者に胸骨圧迫

▲広報活動の一環で小学校

　 での救急講座を開催

救 急 隊

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

西に
し
ざ
こ迫  

明あ

す

か

澄
夏
　
消
防
士
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命や生活を守るために
　　   なことは大 切


